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 ～三声の調和と拮抗、そして混沌へ～ 

MUSICASA 

2021 年 5 月 25 日 19 時開演 

弦楽三重奏で辿る「美」の変容 
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そうした日々において

そして
「生の音楽体験は何物にも代えられない特別なものだと思う。」

デジタル世

いつも変わらずそこに存在しながら、聴くたびごと、弾くたびごとに新鮮な感動をくれる音楽作品は

今ここにしかない空間を、たくさんの美しいもので満たせますように。願いを込めて演奏いたします。
（山本美樹子） 
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困難な状況が続く中、様々なお力添えをいただいて本公演を開催できますことに、
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プログラムに寄せて                                山本美樹子 

バッハ《クラヴィーアのためのインヴェンションとシンフォニア》BWV 772-801（弦楽三重奏編曲版） 

18 世紀以降、⻄洋音楽に関わるあらゆる⼈々が、バッハの音楽に特別な意味を見出してきた。立場によってその意味内容は
様々であるが、古今東⻄の作曲家たちに共通するのは、彼らがその対位法に最上の価値を見出し、規範としてきたということで
ある。そこにもたらされる完璧な秩序は、⼈知を超えた普遍的な美しさを今もって私たちに提示し続ける。 

ドイツ・アイゼナハの音楽一家に生まれたバッハにとって、跡継ぎの育成は、創作・演奏活動に匹敵する重要な使命であった。
1720 年、九歳の息子のために音楽練習帖を作り始める。23 年、その中の二声《プレアムブラ》と三声《ファンタジア》に加筆・
改訂がなされ、30 曲からなる本曲集（二声インヴェンションと三声シンフォニア/15 の調による各 15 曲）が成立した。当時の
バッハは、ケーテンの宮廷楽⻑として主に世俗音楽の仕事を⼿掛けていた。カンタータが生活の中心にあった教会音楽家時代よ
りも創作領域は広がり、《無伴奏ヴァイオリンソナタ》など多くの器楽独奏曲が書かれている。曲集の教育的意義が記された序
文の「カンタービレの（よく歌う）奏法を学ぶ」という言葉からは、「器楽も歌である」とのバッハの含意が汲み取れよう。 

また同序文には、「優れたインヴェンツィオを得て、巧みに展開させる方法を教示する」とも記される。インヴェンツィオは、
文章を書くための方法論（修辞学）の用語で、着想・創意を意味する。当時の作曲家たちは、修辞学に則った創造の過程（着想
→配置→彫琢）を理想とし、特定の表現のための修辞音型（ため息音型、十字架音型など）を用いていた。バッハは「インヴェ
ンツィオの展開」の具体例として、調の性格にふさわしい音型を選び、その配置や組み合わせなどのヴァリエーションを示す。
それを可能にしたのが、卓越した対位法であった。声部の独立性（水平性）重視の旧来の書法に、和声（垂直性）の概念を持ち
込む新機軸の⼿法によって、全体の調和という元来の目的を果たし、さらに教程を超えた芸術作品へと引き上げたのである。 

本日は、ドミトリー・シトコヴェツキーによる《シンフォニア》弦楽三重奏編曲版を抜粋で演奏する。音の保続によるカンタ
ービレ奏法、音程操作による和声感の創出など、弦楽器特有の表現が可能である反面、アーティキュレーションやヴィブラート
等、考慮すべき点も多い。それでも、個性の異なる三⼈の奏者と音域・音色の異なる三つの楽器によって各声部を描き分け、さ
らに「融けあって響く sinfonia」世界を現出できたとき、作品の新たな可能性が見えてくるに違いない。声部間の拮抗や融和、
そこに生じる動力、独創的なトリル（装飾）など、水平方向と垂直方向の音の交差をお愉しみいただきたい。 

 
I.（ハ⻑調 4/4） III.（ニ⻑調 4/4） IV.（ニ短調 4/4）  V.（変ホ⻑調 3/4）  VIII.（ヘ⻑調 4/4） IX.（ヘ短調 4/4）  
X.（ト⻑調 3/4）  XI.（ト短調 3/8） XII.（イ⻑調 4/4）  XIII.（イ短調 3/8） XV.（ロ短調 9/16） XIV.（変ロ⻑調 4/4） 

    

マックス・レーガー《弦楽三重奏曲第二番 ニ短調》作品 141b 

「どんな名⼈の元で学んだのですか？」問われたレーガーは、落ち着き払って答えたという。「バッハの元で。」 
19 世紀末〜20 世紀初頭。⻄洋音楽界では、ロマン主義の衰退とともに新しい音楽への動きが活発化し、調性音楽からの脱却

の機運も高まっていた。この変革期に生きながら、バッハ・ベートーヴェン・ブラームス（1833-1897）の「熱烈な賛美者」を
自称したのが、レーガーである。彼は、自分の作品が広く一般に理解されることを切望し、伝統に規範を求め続けた。それにも
かかわらず、その音楽にはとかく「難渋」のイメージが付きまとう。いったいなぜだろうか。 

ドイツ、バイエルン州の小都市に生まれ、幼少期からピアノ・チェロ・ヴァイオリン・オルガンに親しんだ。14 歳の頃には
ヴァーグナー（1813-1883）の管弦楽の響きに心揺さぶられ、音楽家として生きる決意をしている。 

本作は、心臓発作で急死する前年、イェーナに移住してすぐの時期に書かれた。後期ロマン主義を引き継ぐ重厚・複雑な作風
によってすでに作曲家としての確かな地位を築いていたが、ここにきて一転、「自由なイェーナスタイル」を打ち出し、理性的
で簡明な（ある面で新古典主義的な）音楽作りへと舵を切る。この曲も例外ではなく、「シンプルかつ率直」との本⼈談のとお
り、三声のテクスチュアは明瞭で、弦楽三重奏という形態の特性を活かし切る。初版のスコア五百部、パート譜三百部が即完売
するほどの⼈気を博したというから、レーガーの狙いは見事に的中したと見える。 



ただし、一歩音楽の内部に踏み込むと、その様態がそれほど単純ではないことに気付く。第一楽章では、シンコペーションや
小節をまたぐタイが拍子と楽節構造を曖昧にするが、各セクション終わりの減速によってソナタ形式の堅固な枠組みが明らかに
される。主題旋律は、ロマン的な半音進行を含むいくつかの核音型からなり、それらが対位法的発想で垂直・水平方向に多様に
組み合わされ、全体を形成している。1 対 2、1 対 1 対 1、ユニゾンなど、三声部のずれと枝分かれ、合流のプロセスに注目され
たい。協/不協和音の入れ替わり、無調へと接近する和声展開には、時代の潮流も感じられよう。ベートーヴェンに倣った変奏
技法による第二楽章は、抒情的にして清澄。ブラームスに通じる禁欲的なロマンチシズムも交錯する。 

バッハの影響が顕著な第三楽章、九小節の軽妙なフーガ主題は、くっきりとした舞曲風のリズムと短 2 度の谷型音型の組み合
わせがどこか諧謔的。愉悦の中にあやうさ、不気味さをはらむ。共通動機による全曲統一の⼿法も鮮やかだ。 

特筆すべきは、保守と革新の交錯するこの「自由な」スタイルが、熟達した和声法や対位法の論理によって、高度に秩序立て
られているという事実である。混沌世界を純化する美技。43 年の創作⼈生の集大成が、ここに示される。その真価を捉えるこ
とができるのは、音符の渦に耳をそばだて、それらの意味を理解しようとする者だけなのかもしれない。 

 
I.  快活に（ニ短調 3/4）……ソナタ形式 
II. 歩くように十分に音を保って（イ⻑調 4/8）……変奏曲（主題−六つの変奏−主題の再現） 
III.  躍動的に（ニ⻑調  3/8）……フーガ形式（提示部―展開部ー再現部） 
 

ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン《弦楽三重奏曲 ニ⻑調》作品 9-2 

バッハが確立した「和声的な」対位書法は、18 世紀以降の音楽のあり方をも決定づけることとなった。これはすなわち、バ
ロック後期から古典主義、ロマン主義までのおよそ 200 年間が、音の垂直的な結びつき（和声）を重視する「ホモフォニー音楽」
の時代であったことを意味する。そしてこの区分において絶対的な柱を打ち立てたのが、ほかならぬベートーヴェンである。生
涯書き続けた室内楽作品には、その時々の創作上の関心事や問題意識がすべからく投影されている。 

生誕から 22 歳までのボン時代には、ヴィーン古典派のソナタ形式を習得し、バッハの直系の弟子であった師匠のネーフェか
らは対位法の基礎を学んだ。1792 年、ヴィーンに進出。ピアニストとして名を上げたのち、作曲に主軸を移していく。 

五曲の弦楽三重奏曲は、モーツァルトの同形態の傑作《ディベルティメント》k.563（88 年）の後を引き継ぐかのように、95
〜98 年にかけて作曲された。初めの二作品（作品 3 と作品 8）は貴族サロンの娯楽音楽的性格をたたえるが、本作を含む作品 9
（全 3 曲）では堅固な四楽章構成となり、本格アンサンブル作品としての充実をみせる。動機労作による有機的で大規模な構造
への接近など、交響的志向も顕在化している。背景には、優れた弦楽器奏者との交流や、いまだものにできずにいた交響曲創作
への積年の思いがあったとみられる。「満足できる最高の作品」との本⼈の弁に、ここに注ぎ込まれた熱量の大きさが窺えよう。 

原則三声部からなり、所々で重音奏法による四声体書法も用いられる。同時期にハイドンの弦楽四重奏曲の写譜研究を行って
いることを考えあわせると、直後に着⼿した作品 18 の四重奏曲への足掛かりとなった可能性は高い。だが、そのことと三重奏
曲としての純粋な価値は、切り離して考えられるべきだろう。個性際立つ三つの楽器は、独立性を保ちながら旋律と伴奏の間を
自在に立ち回り、対話する。中音域の和声の厚みに欠けるというこの編成の制約は、旧時代の「拮抗する」多声音楽の要素を取
り込むことで、固有の輝きに置き換えられたのであった。形式や調構造は古典的ながら、第一楽章第一主題部に二つの主題を採
り入れるなど、実験的試みもなされる。分散和音と音階の共通モティーフによって楽章を緊密につなぐ⼿法は、自身の先行きを
予告するようだ。初期ベートーヴェンのしなやかなニ⻑調世界。鬱屈した日々だからこそ感知できる美しさが、そこにはある。 

 
I.  やや快活に（ニ⻑調 2/4）……ソナタ形式（提示部―展開部―再現部−コーダ） 
II.   歩くように ほぼアレグレットで（ニ短調 6/8） 
III. メヌエット：快活に（ニ⻑調 3/4）  
IV. ロンド：快活に（ニ⻑調 2/2）……ロンド・ソナタ形式（A−B−Aʼ−C−A−Bʼ−A−コーダ） 


